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　筆者の研究発表のイントロダクションに
用いたスライドの 1つを紹介します．
　聴衆には文章ではなく，研究の前提とな
ることの概要を，事象のパターンとして視
覚的に認識してもらえるように，スライド
作りを心がけています．このスライドでは，
研究の鍵となる事柄を簡潔な文章で示し，
それらの間の関係を矢印で結んで解説して
います．
　プレゼンテーションのスライドは，聴衆
にテキストを読ませるものではなく，見せ
て理解してもらうものという方針のもとに
作成したものです．
　ちなみに，何を伝えようとしているのか
いうと，過去の研究によって，河口域に生
息する底生生物の分布を決定する環境要因

2017年9月4日に滋賀県立大学で開催した2017年プランクトン学会・日本ベントス学会合同大会での発表

として，塩分と底質の粒度組成の要因が大
きな影響を及ぼしていることがわかってい
る．河口域に生息する生物はこれらの 2
つの要因に対する生理的な適応性を有する
ことが求められて，ヤマトシジミがその最
も代表的な生物であるということです．
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作業1▶トリミング 作業2▶明るさ・コントラストの調整

撮影した原画像

加工後の画像

1-3. 画像を貼り込む（P022）
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作業1▶トリミング 作業2▶明るさ・コントラストの調整

撮影した原画像

加工後の画像

5-1. 画像のトリミング（P111）
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例題 1「棒グラフ」の完成図（P043〜P063）

例題 2 比率の変化の「100% 積み上げ棒グラフ」完成図（P064〜P074）
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例題 3「折れ線グラフ散布図（直線とマーカー）」完成図（P075〜P083）

例題４「折れ線グラフ（周年変化）」完成図（P084〜P093）
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例題 6 ｘとｙの相関関係の「散布図」完成図（P094〜P104）

4-2. 情報 グラフと同じ色の凡例を作る［MacOSの場合］（P074）
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